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熊本市農業委員会総会議事録 

 

日時 令和 4 年 9月 8日（木）午後 3 時 00分  

場所 熊本市中央区花畑町９番１号 熊本市国際交流会館４階 第３会議室 

 

農業委員２４名 

 1 番 谷口 憲治     2番 小佐井 亮祐     3 番 西田 廣行 

4番 上田 定信        5 番 木村 憲正          6 番 田中 敏郎 

7番 林田 智博      8 番 杉本 守        9番 田上 正富 

10番 東  哲治    11 番 牧野 正治       12番 網田  稔 

13番 三原 勉     14 番 木下 三智也     15 番 赤木 英雄 

16番 福  幸一    17 番 眞鍋 宣孝      18 番 田上 泰則 

19番  磯田 修一     20 番  宮本 淳一      21番  堀   恭子 

22番  西冨 大二郎   23 番 福嶋 德行         24番 徳永 芳也 

 

 欠席委員（上記２４名中２名が欠席） 

 15 番 赤木 英雄     18 番 田上 泰則 

 

午後３時００分 開会 

 

事務局     それでは、定刻になりましたので、ただいまから熊本市農業委員会

総会を開会いたします。 

        本日の農業委員会総会の出席は、農業委員総数２４名中、２２名の

出席でございますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の

規定に基づき、総会が成立しております。 

        それでは、会長、ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長    皆さん、こんにちは。 

        本日はご多用の中、農業委員会総会に御出席いただき、誠にありが

とうございます。 

        さて、心配していた台風は大きな被害もなく安心したところですが、

まだまだこれからが台風シーズンです。最近は全国各地で大きな災害

が発生しておりますので、気を引き締めて準備と対策に当たっていた

だきたいと思います。 

        それでは、本日の総会は、農地法に基づく許可申請や農地利用集積

計画などが主な議案となっております。総会の審議がスムーズに進行

できますよう、皆様のご協力をお願い申し上げ、ご挨拶といたします。
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よろしくお願いいたします。 

 

事務局     ありがとうございました。 

        総会は、熊本市農業委員会総会会議規則第４条に基づき、会長が議

長になり議事の進行を行うこととなっております。 

        それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    それでは、議事に入りますが、議事に入るに当たり、総会次第３の

議事録署名者及び総会書記を指名いたします。本日の議事録署名者に

は、１２番の網田稔委員と１３番の三原勉委員を、書記に事務局の堀

坂太朗参事をご指名いたします。よろしくお願いいたします。 

        本日の議事は、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請

から第７号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明願までの７

件でございます。 

        初めに、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請３０件

でございます。地元委員のご報告に当たりましては、農地法第３条第

２項の判断基準により、地区委員会での協議状況のご報告をお願いい

たします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、経営拡張のための所有権移転に伴う申請です。申請地には、

水稲を作付される予定とのことです。 

        以上１件、農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、

申請は妥当であるとのことでございました。ご審議方、よろしくお願

いします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２番。 
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１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        ２番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        ２番は、経営拡張のための所有権移転に伴う申請です。申請地には、

ピーマンを作付されるとのことです。 

        以上１件、農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、

申請は妥当であるとのことでございました。ご審議方、よろしくお願

いいたします。 

 

議  長    ただいま２番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、３番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ３番から５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ３番は、妻へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人は露地野菜

を作付されている農家で、申請地には露地野菜を作付される計画です。 

        ４番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は果樹を作

付されている農家で、申請地には果樹を作付される計画です。 

        ５番は、子へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人は水稲及び

露地野菜を作付されている農家で、申請地には水稲を作付される計画

です。 

        以上３件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま３番から５番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、６番。 

 

８番 杉本守委員 

        ８番委員、杉本です。 

        ６番から７番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ６番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲及

び露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計

画です。 

        ７番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ミカン、ナシを栽培されている農地所有適格法人で、申請地にはミカ

ン、ナシを作付される計画です。 

        以上２件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま６番、７番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、８番。 

 

南部・飽田地区推進委員 

        南部・飽田地区推進委員の志柿です。 

        ８番、９番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたしま

す。 

        ８番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を栽培されている兼業農家で、申請地にはカボチャを作付さ

れる計画です。 

        ９番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ナス、露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲、露地野菜

を作付される計画です。 
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        以上２件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま８番、９番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、１０番。 

 

７番 林田智博委員 

        ７番委員、林田です。 

        １０番と１１番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        １０番は、経営拡張のための賃借権設定の申請です。借受人はトマ

トを栽培されている法人で、申請地にはトマトを作付される計画です。 

        １１番は、子へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

栽培されている兼業農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        以上２件、先日の地区委員会において検討した結果、農地法第３条

第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１０番、１１番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、１２番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        １２番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １２番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は宇土市

において農業を経営しているとのことでしたが、耕作状況について不
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明確なところがございました。そのため、地区委員会で検討した結果、

継続審議にするものと協議しました。ご審議方、よろしくお願いいた

します。 

 

議  長    ただいま１２番について地区委員よりご報告がございましたが、こ

の件については継続審議ということでございますので、この件につい

て何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、１２番は継続審議とすることに決定いたし

ます。 

        次、１３番。 

 

２０番 宮本淳一委員 

        ２０番委員、宮本です。 

        １３番から１４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １３番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を作付されており、許可後は露地野菜を作付される計画です。 

        １４番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は栗、ニ

ンニクを作付されており、許可後はニンニクを作付される計画です。 

        以上２件について、先日の地区委員会において検討した結果、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果です。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１３番、１４番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        次は、１５番。 

 

１９番 磯田修一委員 

        １９番委員、磯田です。 

        １５番から２１番について、地区委員会での協議状況をご報告いた
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します。 

        １５番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

スイカなどを栽培される専業農家で、申請地にはカボチャを作付され

る予定です。 

        １６番から１９番は関連で、経緯拡張のための所有権移転の申請で

す。譲受人はキャベツ、水稲、ミカンなどを栽培され兼業農家で、許可

後、申請地にはキャベツ、水稲を作付される予定です。 

        ２０番は、新規就農のための賃借権設定の申請です。借受人には地

区委員会へご出席いただき、営農計画等について聞き取り調査を行っ

ております。農業についてはこれまでも経験があり、申請地では許可

後、ジャガイモ、大根を作付される計画で、出荷先は弟が経営する販

売所を予定されております。地区委員会におきましては、新規就農に

ついて何ら問題ないものと判断いたしております。 

        ２１番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ナス、スイカを栽培される専業農家で、申請地にはスイカを作付され

る予定です。 

        以上７件、さきの地区委員会において検討し、いずれの申請も農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、何ら問題ないと

の協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１５番から２１番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２２番。 

 

１１番 牧野正治委員 

        １１番委員、牧野です。 

        ２２番から３０番について、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２２番は、所有権を移転し、孫へ贈与する申請であります。譲受人

はナス、スイカを栽培される専業農家で、許可後はナス、スイカほか、

セロリを作付される予定であります。 

        ２３番は、新規就農のための賃借権を設定する申請であります。借

受人は先日の地区委員会に出席をいただき、営農計画等について聞き
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取り調査を行っております。許可後は、キャベツ、サトイモ、スイート

コーンを作付される予定であります。調査の結果、新規就農者として

の要件を満たしておるということでありますけれども、一応不安な面

もございますので、あと経過についても観察をしていきたいというふ

うに思っておるところでございます。 

        ２４番は、所有権を移転し、いとこへ贈与する申請であります。譲

受人は水稲、大豆を栽培される専業農家で、申請地には許可後、水稲、

大豆を作付される予定であります。 

        ２５番、２６番は関連で、新規就農のための賃借権を設定する申請

であります。借受人には先日の地区委員会に出席をいただき、営農計

画等について聞き取り調査を行っております。許可後の計画としては、

ハゼウ、白ネギを作付される予定であります。調査の結果、新規就農

者としての要件を満たしており、特に問題はないものと判断をいたし

ました。 

        ２７番は、経営拡張のための使用貸借権を設定する申請であります。

借受人はカライモ、大豆を栽培される専業農家で、申請地にも、許可

後、カライモ、大豆を作成される予定であります。 

        ２８番、２９番は関連で、経営拡張のための申請であります。２８

番が所有権移転、２９番が賃借権設定の申請であります。譲受人は水

稲、麦を栽培される兼業農家で、申請地にも許可後、水稲、麦を作付さ

れる予定であります。 

        ３０番は、所有権を移転し、弟へ贈与する申請であります。譲受人

は水稲、野菜を栽培する専業農家で、許可後は水稲を作付される予定

であります。 

        以上９件、先日の地区委員会において検討した結果、いずれの申請

も農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、何ら問題

ないとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたし

ます。 

 

議  長    ただいま２２番から３０番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第２号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請３

件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準
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に照らし、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、農業用倉庫への転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ

未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と判断されます。

土地利用計画は、総転用面積４９９㎡に農業用倉庫を整備される計画

で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、給排水

計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。工事期間は

令和５年３月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着手さ

れることを確認いたしております。 

        以上１件、さきの地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        ２番から３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２番から３番は関連で、貸資材置場への転用許可申請です。農地区

分は、おおむね１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にあ

る第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回

の申請は不許可の例外規定の集落に接続して設置するものに該当する

ものと判断されます。また、申請者２人は申請地周辺の集落に居住し

ており、貸資材置場として農地転用するため、申請に関わる土地周辺

の地域において居住するものの日常生活上、または業務上必要な施設
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であると判断しました。土地選定に当たっては、周辺で農地以外の土

地も含めて代替地の検討もされましたが、ほかに適当な土地がなかっ

たため、申請地を選定されております。なお、申請地は以前より貸資

材置場の一部として利用されており、無断で転用していたことに対し

深く反省している旨の始末書が提出されております。土地利用計画は、

転用面積４３３㎡をビニールハウス資材置場及びコンテナ、パレット

置場として整備する計画で、転用面積としては妥当なものと判断され

ます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題

ありません。工事期間は令和５年５月３１日までの予定で、許可後は

速やかに着手されることを確認いたしております。 

        以上２件について、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したと

ころ、立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしてい

るとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長    ただいま２番、３番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第３号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請６

１件でございます。 

        地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、地区

委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、宅地建物取引業を営む法人が所有権移転による建築条件付

売買予定地での転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の一団

の広がりのある第１種農地及び市街化の傾向が著しい区域内の農地で、

上下水管の２種が埋設されている道路の沿道の区域にあって、申請地

からおおむね５００ｍ以内に２つの医療施設がある第３種農地と判断

されます。第１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して接するも
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のに該当するものとして不許可の例外と判断しました。土地の選定に

当たっては、代替地の検討をされましたが、ほかに適地がなく申請地

を選定されました。土地利用計画は、総転用面積２，４１５㎡に建築

条件付売買予定地として１０区画と工事用道路等を整備される計画で、

転用面積としては妥当なものと判断されます。工事期間は令和７年４

月３０日までの予定で、許可後は速やかに着手されることを確認いた

しております。開発許可が必要になりますが、集落内開発制度指定区

域内で、開発指導課の事前審査済みとのことです。資力信用等、転用

行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条件に支障を生じる

おそれはないものと判断されます。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２番。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        ２番から７番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報

告いたします。 

        ２番と３番は関連で、運送業を営む法人が特別積合せ貨物輸送用に

供するトラックの駐車場として転用許可を申請されるものです。申請

地の農地区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農

地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は土

地収用法第３条第９号の特別積合せ貨物輸送の用に供するものであり、

事業であり、転用目的とするものであり、不許可の例外規定の土地収

用法、その他の法律により土地を収用し、または使用することができ

る事業に該当するものと判断いたします。土地利用計画は、総転用面

積４，４５５㎡に大型貨物車２３台、中型貨物車１５台、普通自動車

８台を駐車される計画で、転用面積としては妥当なものと判断されま

す。工事期間は令和４年１２月３１日までの予定で、許可後、速やか
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に着手されることを確認しております。開発許可が必要ありませんが、

特別積合せ運送事業事業計画変更認可につきましても、九州運輸局へ

同時に申請中であるとのことを確認しております。資力信用等、転用

行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条件に支障を生ずる

おそれはないものと判断されます。 

        ４番は、個人住宅を建設するための所有権移転による転用許可申請

です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未満

の広がりのない生産性の低い第２種農地と判断されます。土地の選定

に当たっては、代替地を検討されましたが、ほかに適地がなく申請地

を選定されたとのことです。土地利用計画は、転用面積２８３㎡に個

人住宅１棟を建設する計画で、転用面積としては妥当なものと判断さ

れます。工事期間は令和５年６月３０日までの予定で、許可後、速や

かに着手されることを確認しております。開発許可が必要となります

が、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課の事前審査済みとのこ

とです。資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の

営農条件に支障を生ずるおそれはないものと判断されます。 

        ５番は、建築工事事業を営む法人が所有権移転による建築条件付売

買予定地への転用許可申請です。農地区分は、市街化の傾向が著しい

区域内の農地で、上下水管の２種が埋設されている道路の沿道の区域

にあって、申請地からおおむね５００ｍ以内に２つの医療施設がある

第３種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積１，７８５㎡

に建築条件付売買予定地として８区画と新設道路等を整備される計画

で、転用面積としては妥当なものと判断されます。工事期間は令和６

年９月３０日までの予定で、許可後、速やかに着手されることを確認

しております。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区

域内で、開発指導課へ事前審査済みとのことです。資力信用等、転用

行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条件に支障を生ずる

おそれはないものと判断されます。 

        ６番と７番は関連で、不動産業を営む法人が所有権移転による建築

条件付売買予定地への転用許可申請です。農地区分は、農業公共投資

の対象となっていない１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い第２

種農地で、及び市街化の傾向が著しい区域内の農地で、上下水管の２

種が埋設されている道路の沿道の区域にあって、申請地からおおむね

５００ｍ以内に２つの医療施設がある第３種農地と判断されます。土

地の選定に当たっては、代替地を検討されましたが、ほかに適地がな

く申請地を選定されました。土地利用計画は、総転用面積３，５１１

㎡に建築条件付売買予定地として１３区画と新設道路、公園等を整備
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される計画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。工事期

間は令和７年１２月２０日までの予定で、許可後、速やかに着手され

ることを確認しております。開発許可が必要となりますが、集落内開

発制度指定区域内で、開発指導課の事前審査済みとのことです。資力

信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条件に

支障を生ずるおそれはないものと判断されます。 

        以上６件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２番から７番までについて地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        なお、２番から３番までと６番から７番までについて、総転用面積

が３，０００㎡を超えますので、申請どおり許可相当として農業会議

へ意見を聴取することといたします。 

        次は、８番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ８番から１９番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ８番は、所有権移転による駐車場への転用許可申請です。農地区分

は、中山間地の広がりのない小集団の農地のため、第２種農地と判断

されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もされました

が、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。

土地利用計画は、転用面積２２㎡に転用地の隣にある転用者の実家が

使用する駐車場３台分に転用する計画で、転用面積としては適正なも

のと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除に

ついては問題ありません。工事期間は令和５年９月１４日まで予定さ

れており、許可後、速やかに着手されることを確認いたしております。 

        ９番は、不動産業を営む法人が所有権移転による建築条件付売買予

定地への転用許可申請です。農地区分は、中山間地の広がりのない小

集団の農地のため、第２種農地と判断されます。土地選定に当たって
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は、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに適当な土地がなかっ

たため、申請地を選定されております。土地利用計画は、総転用面積

１，０９０㎡に建築条件付売買予定地４区画を整備される計画で、転

用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、

隣接農地への被害防除については問題ありません。開発許可が必要と

なりますが、開発指導課へ開発行為事前審査の協議中とのことです。

工事期間は令和５年１２月３１日までを予定されており、許可後は速

やかに着手されることを確認いたしております。 

        １０番は、不動産業を営む法人が所有権移転による建売住宅への転

用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農

地の区域内にある第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許

可ですが、今回の申請は不許可の例外規定の集落に接続して設置する

ものに該当すると判断いたしました。土地選定に当たっては、周辺の

代替地の検討はされましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申

請地を選定されております。土地利用計画は、総転用面積１，７４１

㎡に木造住宅８棟を整備される計画で、転用面積としては適正なもの

と判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除につ

いては問題ありません。開発許可が必要となりますが、開発指導課へ

開発行為事前審査の協議中とのことです。工事期間は令和６年９月３

０日までを予定されており、許可後、速やかに着手されることを確認

いたしております。 

        １１番は、農業を営む個人が所有権移転による農業用倉庫及び農業

用資材置場への転用申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の広がりの

ある一団の農地の区域内にある第１種農地と判断されます。第１種農

地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の例外規定の申請地を農

業用施設の用に供するために行われるものに該当すると判断いたしま

した。先日の地区委員会で現地調査を行いましたが、申請地では既に

農業用倉庫、農業用資材置場として使用されており、今回の申請に当

たっては顛末書が提出されております。土地利用状況といたしまして

は、転用面積１，２１３㎡内に農業用倉庫及び農業用資材置場として

利用されているもので、転用面積としては適正な面積と判断いたしま

した。給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。 

        １２番は、所有権移転による農産物加工施設への転用許可申請です。

農地区分は、農用地区域で及び甲種農地と判断されます。農用地区域

及び甲種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の例外規定の

農振法第８条第４号に規定する農用地利用計画において、指定された

要素である農畜産物処理加工施設などと地域の農業の振興に資する施
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設に該当すると判断いたしました。土地選定にあっては、周辺で代替

地の検討もされましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地

を選定されております。土地利用計画は、総事業面積２，４７７㎡に

事務所兼農産物加工場１棟を検討される計画で、転用面積としては適

正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害

防除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、開発

指導課で事前審査協議済みとのことです。工事期間は令和５年６月３

０日までを予定されており、許可後は速やかに着手されることを確認

いたしております。 

        １３番から１６番は関連で、不動産業を営む法人が所有権移転によ

る建売住宅への転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の広が

りのある一団の農地の区域内にある第１種農地と判断されます。第１

種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の例外規定の集落に

接続して設置するものに該当すると判断いたしました。土地選定に当

たっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに適当な土地が

なかったため、申請地を選定されております。土地利用計画は、転用

面積１，７９９㎡に木造住宅７棟を整備される計画で、転用面積とし

ては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地へ

の被害防除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、

開発指導課へ開発行為事前審査協議中とのことで、工事期間は令和４

年１２月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着手される

ことを確認いたしております。 

        １７番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある第１

種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請

は不許可の例外規定、集落に接続して設置するものに該当すると判断

いたしました。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もされま

したが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されており

ます。土地利用計画は、転用面積７３９㎡に木造平屋建て１棟を建築

される計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計

画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課への事前審査協議済みとのことです。工事期間は令和５年７月３

０日までを予定されており、許可後、速やかに着手されることを確認

いたしております。 

        １８番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある第１
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種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請

は不許可の例外規定の集落に接続して設置するものに該当すると判断

いたしました。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もなされ

ましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されてお

ります。土地利用計画は、転用面積４４１㎡に木造２階建て１棟を建

築される計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金

計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査協議済みとのことです。工事期間は令和５年７月３０

日までを予定されており、許可後、速やかに着手されることを確認い

たしております。 

        １９番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農

地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もさ

れましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されて

おります。土地利用計画は、転用面積２５８．４３㎡に木造２階建て

１棟を建築される計画で、転用面積としては適正なものと判断されま

す。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題あ

りません。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内

で、開発指導課へ事前審査協議済みとのことです。工事期間は令和５

年７月３０日までを予定されており、許可後、速やかに着手されるこ

とを確認いたしております。 

        以上１２件、さきの地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、

一般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    大変ご苦労さまでございました。ただいま８番から１９番までにつ

いて地元委員よりご報告がございましたが、この件について何かご意

見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２０番。 

 

８番 杉本守委員 
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        ８番委員、杉本です。 

        ２０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ２０番は、隣接地に自宅を所有する個人がヨガ教室を営むため、そ

の生徒用として所有権移転による駐車場への転用許可申請です。申請

地は、中山間地の広がりのない小集団の農地のため、第２種農地と判

断されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もされまし

たが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されておりま

す。土地利用計画は、申請地に普通自動車７台分の駐車場並びに旋回

スペースとして利用する計画で、転用面積としては適当なものと判断

されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問

題ありません。工事期間は令和４年１０月８日までに予定されており、

許可後、速やかに着手されることを確認いたしております。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの

協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２０番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２１番。 

 

南部・飽田地区推進委員 

        南部・飽田地区推進委員の志柿です。 

        ２１番から４８番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ２１番は、所有権移転による建築条件付売買予定地への転用許可申

請です。農地区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１

種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請

は不許可の例外規定の集落に接続して設置するものに該当すると判断

いたしました。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もされま

したが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されており

ます。土地利用計画は、転用面積１，４１３㎡に建築条件付売買予定

地６区画、道路の計画で、転用面積としては適正なものと判断されま

す。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題あ
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りません。開発許可が必要となりますが、集落内開発指定区域内で、

開発指導課からの開発行為事前審査の回答書が添付されております。

工事期間は令和６年１０月３１日までの予定で、許可後、速やかに着

手されることを確認いたしております。 

        ２２番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農

地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もさ

れましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されて

おります。土地利用計画は、転用面積２４７．１３㎡に個人住宅木造

平屋建て１棟の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。開発許可が必要となりますが、集落内開発指定区域内で、開発

指導課からの開発行為事前審査の回答書が添付されております。工事

期間は令和５年５月３０日までを予定されており、許可後、速やかに

着手されることを確認いたしております。 

        ２３番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農

地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の検討もさ

れましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されて

おります。土地利用計画は、転用面積２５９㎡に個人住宅木造２階建

て１棟の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金

計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。

開発許可が必要となりますが、集落内開発指定区域内で、開発指導課

からの開発行為事前審査の回答書が添付されております。工事期間は

令和５年５月３０日までを予定されており、許可後、速やかに着手さ

れることを確認いたしております。 

        ２４番から４８番は関連で、賃貸借権設定による営農型太陽光発電

設備の一時転用期間満了に伴う更新のための許可申請です。今回が３

回目の更新で、許可後の一時転用期間は３年間です。農地区分は、１

０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と判断されます。

第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の例外規定の仮

設工作物の設置、その他の一時的な利用に供するために行うものに該

当するものと判断されます。土地利用計画は、引き続き下部の農地で

営農を継続し、上部にて太陽光発電設備を設置し、発電事業を継続す

る計画です。設備については、申請地面積１万３，８０２㎡に高さ１．

８ｍから２ｍの支柱を立て、太陽光パネル５，２３２枚を設置されて

おります。一時転用面積はパネル支柱１，６１６本、フェンス支柱３



 

－19－ 

５３本等の計４５．８６㎡で、発電容量９９０ｋｗ、遮光率９１％程

度で、パネルの直下面積は８，６４３㎡です。下部の農地につきまし

ては、引き続きミョウガが栽培されており、添付書類として営農計画

書、営農への影響見込み及び地域の平均的な単収等の根拠となる関連

データ、知見を有する者の意見書が添付されております。これら添付

書類から、下部農地での単収が地域の同じ農作物の平均的な単収と比

較して８割以上の収穫が確認できたことから、下部の農地における営

農は引き続き適切に行われているものと判断いたしました。 

        以上２８件、さきの地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、

一般基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしてお

り、今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろし

くお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２１番から４８番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、２４番から４８番については、営農型太陽光発電設備への一

部転用ですので、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取す

ることといたします。 

        次は、４９番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        ４９番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ４９番は、所有権移転による選果場への転用許可申請です。この案

件につきまして、農業用選果施設としての土地利用計画及び事業計画

について不明確なところがございました。そのため、地区委員会で検

討した結果、一般基準について改めて確認する必要があり、継続審議

にするものと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長    ただいま４９番について、地元委員よりご報告がございましたが、

継続審議とのことです。この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、４９番は継続審議とすることに決定いたし

ます。 

        次は、５０番。 

 

２０番 宮本淳一委員 

        ２０番委員、宮本です。 

        ５０番から５２番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ５０番は、所有権移転による資材置場への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と判断

されます。第１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して設置する

ものに該当し、不許可の例外規定に該当するものと判断されます。申

請人も同地区内に居住しております。代替地については、周辺で農地

以外の土地も含め代替地を検討されましたが、ほかに条件の合う土地

がなかったため、申請地を選定されております。土地利用計画は、田、

地目を含む総事業面積７４９．８１㎡に本人が左官業で使用する型枠

類、砕石などの資材置場、積載スペースを整備される計画で、妥当な

面積と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除と

も問題ありません。工事期間は令和４年１０月３１日までの予定で、

許可後、速やかに着手されることを確認しております。 

        ５１番は、不動産業を営む法人が所有権を移転し、建て売り住宅へ

の転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区域

内にある第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、

集落に接続して設置するものに該当し、不許可の例外規定に該当する

ものと判断されます。代替地については、周辺で農地以外の土地も含

め代替地を検討されましたが、ほかに条件の合う土地がなかったため、

申請地を選定されております。土地利用計画は、申請地に建売住宅３

棟を整備される計画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除につきましては問題あ

りません。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内

で、開発許可の事前審査回答書の提出もなされております。工事期間

は令和５年７月３１日までの予定で、許可後、速やかに着手されるこ

とを確認しております。 

        ５２番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ以上の一団の区域内にある第１種農地と判断されま
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す。第１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して設置するものに

該当し、不許可の例外規定に該当するものと判断されます。代替地に

ついては、周辺で農地以外の土地も含め代替地を検討されましたが、

ほかに条件の合う土地がなかったため、申請地を選定されております。

土地利用計画は、申請地に個人住宅１棟９６．３８㎡を建設される計

画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地へ

の被害防除とも問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落

内開発制度指定区域内で、開発指導課へ申請中とのことです。工事期

間は令和５年７月３１日までの予定で、許可後、速やかに着手される

ことを確認しております。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査、確認を行い検討したとこ

ろ、立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしている

との協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま５０番から５２番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することといたします。 

        続きまして、５３番。 

 

１９番 磯田修一委員 

        １９番委員、磯田です。 

        ５３番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ５３番は、使用貸借権を設定し、個人住宅へ転用する申請です。農

地区分は、農業用公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で、第２種農地と判断されます。土地の選定に当たっては、農

地以外の土地を含め検討されましたが、交通の利便性や住環境が良好

であること、また、奥様名義の農地であり、転用可能なことから選定

されたものです。土地利用計画は、申請地２５７㎡に木造２階建て住

宅１棟を建築される計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。

資金計画、給排水計画に問題なく、周囲の状況、事業の内容から周辺

農地への影響もないものと思われます。開発許可が必要となりますが、

事前審査回答済みで許可の見込みはあるものと判断します。工期は許

可日から令和５年１０月３１日までを予定されており、許可後、速や

かに着手されることを確認しております。 
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        以上１件、さきの地区委員会におきまして現地調査を行い検討した

結果、立地基準、一般基準、いずれも許可基準を満たしており、申請は

妥当であるとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願い

いたします。 

 

議  長    ただいま５３番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        次は、５４番。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        ５４番から６１番について、地区委員会での協議状況をご報告いた

します。 

        ５４番は、宅地拡張のための所有権移転の申請です。農地区分は、

１０ｈａ以上の広がりのある農地の区域内にある農地で、第１種農地

と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は宅地

の拡張で、その面積が既存の敷地面積の２分の１を超えないものであ

ることから、不許可の例外に該当するものと判断いたします。なお、

申請地は既に宅地の一部として利用されており、これまでの経緯を伺

ったところ、現在の住宅は平成１１年に譲渡人の父親が建設されたと

いうことです。今回、譲受人が土地、建物を購入するに当たって改め

て境界を確認したところ、住宅敷地に隣接地の一部が含まれているこ

とが分かり申請されたものです。現地の状況といたしましては、宅地

のほうが隣接地より３ｍ余り高くなっており、その法面を保護するた

めにコンクリートブロックが積まれておりますが、主にこの部分が今

回の申請箇所になります。無断転用に対しましては、今後このような

ことがないよう十分注意する旨の始末書が添付されております。 

        ５５番から５８番は、関連です。初めに、５５番と５６番は、所有

権を移転し個人住宅へ転用する申請です。農地区分は、農業公共投資

の対象となっていない小集団の生産性の低い農地で、第２種農地と判

断されます。土地の選定に当たっては、代替地として周辺で農地以外

の土地なども検討されましたが、適当な土地がなく、申請地を選定さ

れたものです。土地利用計画は、申請地２筆、合わせて４９９㎡に個
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人住宅１棟の建築される計画で、転用面積は適正なものと判断いたし

ます。資金計画、排水計画等に問題はなく、周辺農地への影響もない

ものと思われます。開発許可が必要になりますが、事前審査の回答済

みで、許可の見込みもあるものと判断いたします。工事は令和５年５

月３１日完了予定で、許可後、速やかに着手されることを確認してお

ります。 

        次に、５７番と５８番は、所有権を移転し資材置場に転用する申請

です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産

性の低い農地で、第２種農地と判断されます。申請地は５５番、５６

番の隣接地で、大工を家業とする譲受人が木材などの資材置場として

最も効率的に利用できる土地として選定されたものです。土地利用計

画は、申請地２筆、合わせて４２２㎡を木材などの建築用資材置場と

して利用する計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。資金

計画、排水計画等に問題はなく、周辺農地への影響もないものと思わ

れます。工事は住宅の工事期間に合わせ、令和５年５月３１日完了予

定で、許可後、速やかに着手されることを確認しております。 

        ５９番から６１番は、関連です。太陽光を利用した発電業務等を営

む法人が、所有権を移転し太陽光発電設備に転用する申請です。農地

区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地で、第２種農地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で農

地以外の土地など検討されましたが、ほかに条件に合う土地がなく、

申請地を選定されたものです。土地利用計画は、申請地３筆、合わせ

て４，１４４㎡に、太陽光パネル７００枚、発電容量２４９ｋｗを設

置する計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。資金計画、

排水計画等に問題はなく、添付書類として経済産業省からの事業認定

通知及び電力会社との接続契約など必要書類もそろっており、問題あ

りません。また、事業の内容、周囲の状況から周辺農地への影響はな

いものと思われます。工事は令和５年１０月３１日完了予定で、許可

後、速やかに着手されることを確認しております。 

        以上８件、さきの地区委員会におきまして現地調査を行い検討した

結果、立地基準、一般基準、いずれも許可基準を満たしており、申請は

妥当であるとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願い

いたします。 

 

議  長    ただいま５４番から６１番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、５９番から６１番までについては、総転用面積が３，０００

㎡を超えますので、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取

することといたします。 

        続きまして、第４号議案、農地法第１８条第１項の規定に基づく許

可申請１件でございます。 

        それでは、調査委員会よりご報告をお願いいたします。 

 

調査委員会委員 

        調査委員会委員、西冨です。 

        １番は、農地法第１８条第１項の許可申請に伴う継続審議案件です。

本案件につきましては、８月２４日に申請人が賃借人として特定指定

法人に対し聞き取り調査を行ったところ、申請書に記載されている賃

借人でないことが分かりましたので、申請人に対して申請書内容の補

正を求めることとし、引き続き継続審議といたします。以上、ご審議

方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま調査委員より継続審議とのことで報告がございましたが、

何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、継続審議とすることに決定いたしました。 

        続きまして、第５号議案及び第６号議案でございます。この件につ

きましては、事務局より内容の説明をお願いいたします。 

 

事務局     第５号議案及び第６号議案は関連ですので、併せてご説明をいたし

ます。 

        まず、第５号議案、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画（６号）についてご説明いたします。 

        初めに、所有権移転ですが、明細２４ページの１番から２８ページ

の１４番までの合計が１４件で、公社からの売渡しが１１件、公社に

よる買取りが３件となっております。面積は１４件合わせまして、田

２万８７２㎡、畑１万７３２㎡の合計が３万１，６０４㎡で、売買価

格は備考欄記載のとおりとなっております。 
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        次に、利用権設定の新規設定分です。明細２８ページの１５番から

２９ページの１８番までの合計４件で、契約期間別では６年未満が３

件、１０年以上が１件で、面積は４件合わせまして田の１万４，９５

０㎡、畑の８４㎡の合計が１万５千３４㎡です。権利の種類は賃借権

及び使用貸借権。利用内容は水稲となっております。 

        次に、再設定分です。明細３０ページの１９番から３９ページの２

９番までの合計が１１件で、契約期間別では全てが１０年以上で１１

件、面積は１１件合わせまして田の６万７，７１９㎡、畑の８，２６８

㎡の合計が７万５，９８７㎡です。権利の種類が賃借権及び使用貸借

権。利用内容は水稲、飼料作物、施設野菜です。 

        続きまして、第６号議案です。４０ページの表をご覧ください。こ

ちらは、農地中間管理機構との貸借の新規設定分となっております。

明細４１ページの１番から４９ページまでの１７番までで、契約期間

別では６年未満が７件、１０年以上が１０件で、面積は１７件合わせ

まして田の４万９，７９０㎡、畑の１万１，１５３㎡の合計が６万９

４３㎡です。権利の種類が賃借権及び使用貸借権。利用内容は水稲、

畑作物、果樹を予定されております。 

        なお、１番と２番の一括方式についてですが、出し手から中間管理

機構の借入れ、中間管理機構から受け手への転貸し、それがこの利用

集積のみで行われるものになります。その一括方式ですが、６年未満

が２件で、面積は２件合わせまして田の１万４，０８０㎡、畑の２，０

６０㎡の合計が１万６，１４５㎡です。 

        以上の案件につきましては、さきの地区委員会で協議が行われ、全

ての案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ていることが確認されております。 

        第５号議案及び第６号議案の説明につきましては以上です。 

 

議  長    ただいま事務局より内容の説明がございましたとおり、この件につ

きましては各地区委員会での詳細にわたり確認が行われており、全て

の案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の基準に適合してい

るとのことでございます。この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、計画案どおり承認することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第７号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明
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願２件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、対象農地

の耕作状況など調査結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいたし

ます。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、相続税の納税猶予継続のための証明願です。願出人は、対

象農地２筆を願出人自らが引き続き農業経営を行っていることを地元

委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付について何ら

問題ないものと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたし

ます。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定します。 

        次は、２番。 

 

南部・飽田地区推進委員 

        南部・飽田地区推進委員の志柿です。 

        ２番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ２番は、租税特別措置法第７０条の６第１項の相続税の納税猶予継

続のために必要とする証明の願い出です。願出人は、水稲を作付され

ている兼業農家で、対象農地について引き続き農地として適正な管理、

耕作が行われていることを地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題がないものと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いい

たします。 

 

議  長    ただいま２番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        次に、次第５の報告事項です。事務局より説明をお願いいたします。 

 

事務局     議案書のカラーページ、報告事項の一覧をご覧ください。 

        １番から７番までの合計１１４件となっております。件数のみ報告

いたします。 

        以上です。 

 

議  長    次に、次第６のその他ですが、本日は特に何もございません。 

        それでは、以上で全ての案件が滞りなく終了いたしました。 

        なお、本総会において議決されました案件について、その条項、字

句、その他整理を要するものについては、会議規則第１８条の規定に

より、その整理を議長に委任願いたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしと認めます。 

        よって、本総会において議決された案件の整理については、これを

議長に委任することに決定いたしました。 

 

事務局     ありがとうございました。 

        それでは、これにて閉会いたします。 

 

  閉  会 午後 4 時 12 分 
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会議の顛末、以上のとおり相違ありません。 

 

令和 ４年 ９月 ８日 

  

 

議  長     福  幸一 

 

 

署名委員     網田 稔 

 

 

 署名委員   三原 勉 

 

 

 書  記   堀坂 太朗 

 


